
ロ

四
]

滑
走
路
Ａ
に
係
る
灯
火
の
表
進
入
灯
（
標
準
式
）
の
項
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

進
入
灯
（
標
準

式
）

白
熱
電
灯
、
航
空
可
変

白
の
不
動
光

二
万
二
千
カ
ン
デ
ラ

滑
走
路
Ａ
の
01
側
末
端
か
ら
滑
走
路
中

心
線
の
延
長
線
上
九
百
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
間

白
熱
電
灯
、
航
空
可
変

白
、
航
空
赤
の
不
動
光

航
空
可
変
白
二
万
二
千

カ
ン
デ
ラ
、
航
空
赤
六

千
カ
ン
デ
ラ

滑
走
路
Ａ
の
19
側
末
端
か
ら
滑
走
路
中

心
線
の
延
長
線
上
九
百
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
間

キ
セ
ノ
ン
放
電
灯
、
航

空
白
の
閃せ
ん

光
、
毎
秒
二

閃せ
ん

光

実
効
光
度
一
万
九
千
カ

ン
デ
ラ

滑
走
路
Ａ
の
末
端
か
ら
滑
走
路
中
心
線

の
延
長
線
上
六
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
九
百

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間

表
Ｔ
Ｈ
12
e

１
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｔ
Ｈ
1
2
`
１

Ｎ
3
7†
5
0û
4
6ü
Ｅ
1
4
1†
0
4û
3
0ü
の
地
点
と
Ｎ
3
7†
4
3û
2
3ü
Ｅ
1
4
1†
0
8û
2
2ü
の
地
点
と
を
結

ぶ
直
線
、
仙
台
Ｖ
Ｏ
Ｒ
を
中
心
と
し
、
半
径

4
9
›
で
、
Ｎ

3
7†

4
3û

2
3ü
Ｅ

1
4
1†

0
8û

2
2ü
の

地
点
と
Ｎ
3
7†
4
1û
5
8ü
Ｅ
1
4
0†
4
7û
5
6ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
劣
弧
、Ｎ

3
7†
4
1û
5
8ü
Ｅ
1
4
0†
4
7û

5
6ü
の
地
点
と
Ｎ
3
7†
4
9û
4
6ü
Ｅ
1
4
0†
5
0û
0
6ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
直
線
及
び
仙
台
Ｖ
Ｏ
Ｒ
を

中
心
と
し
、
半
径

3
4
›
で
、
Ｎ

3
7†

4
9û

4
6ü
Ｅ

1
4
0†

5
0û

0
6ü
の
地
点
と
Ｎ

3
7†

5
0û

4
6ü
Ｅ

1
4
1†

0
4û

3
0ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
劣
弧
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
区
域
の
直
上
空
域
で
高
度

1¶
2
0
0ｍ
以
下
の
も
の

表
Ｔ
Ｈ
12
e

２
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｔ
Ｈ
1
2
`
２

Ｎ
3
7†
4
3û
2
3ü
Ｅ
1
4
1†
0
8û
2
2ü
の
地
点
と
Ｎ
3
7†
3
3û
1
3ü
Ｅ
1
4
1†
1
3û
3
9ü
の
地
点
と
を
結

ぶ
直
線
、
仙
台
Ｖ
Ｏ
Ｒ
を
中
心
と
し
、
半
径

6
8
›
で
、
Ｎ

3
7†

3
3û

1
3ü
Ｅ

1
4
1†

1
3û

3
9ü
の

地
点
と
Ｎ
3
7†
3
0û
3
1ü
Ｅ
1
4
0†
5
9û
5
5ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
劣
弧
、Ｎ

3
7†
3
0û
3
1ü
Ｅ
1
4
0†
5
9û

5
5ü
の
地
点
と
Ｎ
3
7†
4
1û
2
7ü
Ｅ
1
4
0†
5
8û
3
5ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
直
線
及
び
仙
台
Ｖ
Ｏ
Ｒ
を

中
心
と
し
、
半
径

4
9
›
で
、
Ｎ

3
7†

4
1û

2
7ü
Ｅ

1
4
0†

5
8û

3
5ü
の
地
点
と
Ｎ

3
7†

4
3û

2
3ü
Ｅ

1
4
1†

0
8û

2
2ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
劣
弧
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
区
域
の
直
上
空
域
で
高
度

1¶
2
0
0ｍ
以
下
の
も
の

表
Ｔ
Ｈ
12
e

３
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｔ
Ｈ
1
2
`
３

仙
台
Ｖ
Ｏ
Ｒ
を
中
心
と
し
、
半
径

4
9
›
で
、
Ｎ

3
7†

4
1û

5
8ü
Ｅ

1
4
0†

4
7û

5
6ü
の
地
点
と

Ｎ
3
7†
4
1û
2
7ü
Ｅ
1
4
0†
5
8û
3
5ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
劣
弧
、
Ｎ
3
7†
4
1û
2
7ü
Ｅ
1
4
0†
5
8û
3
5ü
の

地
点
と
Ｎ

3
7†

3
0û

3
1ü
Ｅ

1
4
0†

5
9û

5
5ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
直
線
、
仙
台
Ｖ
Ｏ
Ｒ
を
中
心
と

し
、
半
径

6
8
›
で
、
Ｎ

3
7†

3
0û

3
1ü
Ｅ

1
4
0†

5
9û

5
5ü
の
地
点
と
Ｎ

3
7†

3
1û

1
4ü
Ｅ

1
4
0†

4
4û

5
8ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
劣
弧
及
び
Ｎ

3
7†

3
1û

1
4ü
Ｅ

1
4
0†

4
4û

5
8ü
の
地
点
と
Ｎ

3
7†

4
1û

5
8ü

Ｅ
1
4
0†

4
7û

5
6ü
の
地
点
と
を
結
ぶ
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
区
域
の
直
上
空
域
で
高
度

1¶
2
0
0ｍ
以
下
の
も
の

表
Ｔ
Ｈ
13
e

３
e

６
か
ら
Ｔ
Ｈ
13
e

３
e

14
ま
で
の
項
中「

Ｎ
3
7†
4
3û
2
2ü
Ｅ
1
4
1†
3
4û
5
9ü
」

を「
Ｎ
3
7†
5
3û
5
9ü
Ｅ

1
4
1†
4
8û
2
3ü
」

に
、

「
Ｎ
3
7†
3
5û
1
4ü
Ｅ
1
4
1†
4
5û
1
4ü
」

を「
Ｎ
3
7†
4
5û
4
7ü
Ｅ
1
4
1†
5
8û
4
1ü
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™š年˜—月™—日 木曜日 第œ��š号官 報

ハ

七

航
空
灯
火
の
利
用
上
の
特
記
事
項
\
中
「
、
過
走
帯
灯
」
を
「
、
過
走
帯
灯
、
誘
導
路
中
心
線
灯
」
に
変

更
し
た
。

ニ

七

航
空
灯
火
の
利
用
上
の
特
記
事
項
]
中
「
滑
走
路
Ａ
」
を
「
滑
走
路
Ａ
の
01
側
」
に
、「
資
す
る
も
の
で
あ

る
。」を
「
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
滑
走
路
Ａ
の
19
側
の
進
入
灯
、
滑
走
路
灯
、
滑
走
路
末
端
灯
、
滑
走
路
末
端
補

助
灯
、
滑
走
路
中
心
線
灯
及
び
接
地
帯
灯
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
三
精
密
進
入
を
行
う
航
空
機
の
着
陸
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
。」に
変
更
し
た
。

五

変
更
し
た
事
項
に
係
る
飛
行
場
灯
火
の
供
用
開
始
期
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
七
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
十
八
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
七
十
六
条
の
二
十
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
軽
自
動
車

検
査
協
会
事
務
所
の
支
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
検
査
事
務
を
開
始
す
る
日
に
つ
い
て
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
七
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

軽
自
動
車
の
検
査
事
務
を
行
う
事
務
所
の
支
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
検
査
事
務
を
開
始
す
る
日

名

称

所

在

地

検
査
事
務
を
開
始
す
る
日

軽
自
動
車
検
査
協
会
埼
玉
事
務
所
春
日

部
支
所

埼
玉
県
春
日
部
市
下
大
増
新
田
字
東
耕

地
一
一
五
番
一

平
成
二
十
三
年
十
二
月
五
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
十
九
号

新
千
歳
空
港
の
飛
行
場
灯
火
に
つ
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
を
加
え
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

二
百
三
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

国
土
交
通
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
三
号

二

航
空
灯
火
の
種
類
及
び
名
称

飛
行
場
灯
火

新
千
歳
空
港
照
明
施
設

三

航
空
灯
火
の
位
置
及
び
所
在
地

新
千
歳
空
港
内
及
び
そ
の
周
辺

北
海
道
千
歳
市

四

変
更
し
た
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
運
輸
省
告
示
第
百
九
号
、
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省

告
示
第
千
四
百
八
十
八
号
及
び
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
九
十
七
号
を
参
照
。）

イ

四
\

飛
行
場
に
係
る
灯
火
の
表
誘
導
路
中
心
線
灯
の
項
灯
質
の
欄
中
「
白
熱
電
灯
」
を「
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
」

に
、
同
項
光
度
の
欄
中
「
航
空
緑
最
大
六
十
カ
ン
デ
ラ
、
航
空
黄
最
大
六
十
カ
ン
デ
ラ
」
を
「
航
空
緑
二
百
カ
ン

デ
ラ
、
航
空
黄
二
百
カ
ン
デ
ラ
」
に
変
更
し
た
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
十
号

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
規
程
の
変
更
（
第
七
回
）
及
び
事
業
計
画
の
変
更
（
第

六
回
）
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
六
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

岩
手
県
盛
岡
市
下
太
田
杉
田
及
び
下
太
田
谷
地
の
各
一
部
並
び
に
本
宮
字
稲
荷
、
字
小
屋
敷
、
字
熊

堂
、
字
泉
屋
敷
、
字
谷
地
、
字
林
古
及
び
字
宮
沢
の
全
部
並
び
に
本
宮
字
荒
屋
、
字
鬼
柳
、
字
小
幅
、
字
野
古
、
字

蛇
屋
敷
、
字
松
幅
、
字
平
藤
及
び
字
久
保
筋
の
各
一
部
並
び
に
向
中
野
字
向
中
野
、
字
野
原
、
字
五
合
田
、
字
千
刈

田
、
字
台
太
郎
及
び
字
八
日
市
場
の
全
部
並
び
に
向
中
野
字
石
川
町
、
字
才
川
、
字
鶴
子
、
字
道
明
、
字
中
島
及
び

字
細
谷
地
の
各
一
部
並
び
に
下
鹿
妻
字
北
の
一
部
並
び
に
飯
岡
新
田
１
地
割
、
飯
岡
新
田
３
地
割
、
飯
岡
新
田
４
地

割
、
飯
岡
新
田
５
地
割
及
び
飯
岡
新
田
８
地
割
の
各
一
部
並
び
に
飯
岡
新
田
２
地
割
の
全
部
並
び
に
南
仙
北
一
丁
目

の
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

盛
岡
広
域
都
市
計
画
事
業
盛
岡
南
新
都
市
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

岩
手
県
盛
岡
市
西
仙
北
一
丁
目
十
六
番
十
号

六

事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成
六
年
五
月
二
十
四
日

七

施
行
規
程
の
変
更
（
第
七
回
）
及
び
事
業
計
画
の
変
更
（
第
六
回
）
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
月
二

十
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
十
一
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
九
十
五
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
民
間
訓
練
試
験
空
域
を

指
定
す
る
告
示
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志
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